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1．は じめに

　 1 つ の 小 学校 で 始 め た サケの 飼育 ・放流 活動

が 、長 い 間サ ケ がの ぼ っ て こ なか っ た川 に サ ケ

を呼び戻 した 。 こ の こ とが き っ か け とな り、学

校 、市民 、 行 政が
一体 とな っ たサケの 飼 育 ・放

流 と川をきれい にす る活動が発展 して い る 。 こ

の 活動 は 、子 供 に も大 人 に も生 きた 環境教 育に

な っ て い るの で 報告す る 。

2 岩 見沢市 にお ける サ ケ の 飼育 ・放流活動

　岩 見沢市 内を流 れ る幾春 別川 は 、 石狩 川 に合

流 して い るの で 、明治の 中頃まで はこ の 川に も

サケの 遡上が見 られ た 。 その 後、上流 に炭 鉱が

開か れ 石炭を洗 っ た水 な どに よる汚染が進み 、

サ ケ の 遡 上 も見 られな くな っ た 。

　赤 間の 勤務校で あ っ た岩見沢 市立美 園小学校

と、根 室の 小学校 との 交流の 中か ら 「サケ の 飼

育」
「放流活動 」 が始 ま っ た 。 1987年 に初 めて

幾春別川 に放流 した サ ケが 、 4 年後の 1991年 に

戻 っ て きた の が観察 され 、
こ の ニ ュ

ー
ス が 岩 見

沢市 民 に大きな 感動 を引 き起 こ した 。 こ の 年 の

12 月 、千 歳市 の水産 庁サケ
・
マ ス ふ化場 か ら

種卵 の 供与を受 け、市 内の 小 ・中 ・高 6校 、市

民団体で サケ の 飼育活 動が始まっ た 。 1995年度

は 、 保育所や 大 学 も含 めて 64 ヵ 所で サケ の 飼

育活動 が行われ 、 16
，
000匹の 稚魚 を放 流 した 。

1991年 か ら 、 毎年サ ケの 遡上 が確認 されその 数

も増加 して い る 。 今 年度 は 、捕獲調査 の 許可が

得 られ た 。 将来 、 自分 た ちの 手で採卵 ・受糟 し

たサ ケを飼育
・放流 したい と考 えてい る 。

　ま た 、

「幾春 別川 をよ くする 市民の 会」 が 作

られ 、 サ ケの 飼 育 ・放流活動 とと もに サケ遡上

観察 キ ャ ン プ、 リバ ーサ イ ド ・サ イク リン グ 、

ふ る さ と の 川づ く りの 学習会や講演会を行 っ て

い る 。 また 、 付近の 住民 も参加 して 川 岸の 植栽

活動 、魚道 の 設置な ど幾春 別川 の 環境 改善 も進

んで い る 。

3．サ ケの飼育方法 と成長記録

　飼育場所 によ り飼 育方法や 成 長の 速 さは こ と

な るが 、 1例 として小梁川の 記録を紹介す る e

　水槽 は45x90 × 45（cm ｝の もの を使用 した
。 水

温 はク
ー ラ ーで 8 ℃ に保 ち、循 環式 の ろ過 装置

で 水 を浄化 した 。 ろ過 装 置か ら水 が落 下す る際

にエ ア レ
ー一シ ョ ン が行われ る 。

12月 7 日　発 眼卵 300 粒 を水槽に 入れ る。

　　　　　 （受精後約 50 日経過 した もの ）

正2月19日　ふ化が始まる 。

1月26日　底で 静 かに してい た仔魚が 中層を泳

　　　　　ぎ始め る 。 餌づ けを始め る 。

2 月1  日　卵嚢もほ とん どな くな り稚魚 にな る

4 月正0日 約 5cm に成長 した稚 魚 を幾春別川に

　　　　　放流

4 ．サ ケ飼 育水槽の 溶存酸素の 測定

　水 に溶 けて い る 酸素 の 量 （溶存 酸素）は 、 低

温の 方が多く、 温度の上昇 とともに減少する 。

　い ろい ろ な飼 育環境 6 ヵ 所 を選 び 、 サ ケ飼 育

水 槽の 溶存酸素 を測定 した 。 12月 中旬の 餌づ け

前の 時期で あ っ たが 、 い ずれ も飽和に 近い 酸 素

が とけて い た。

　岩見沢市で は サ ケの 飼育 に水 道水 を使用 して

い るの で 、水道 水の 溶存酸素 も測定 した 。 蛇 口

か ら出て く る水 は 、 室温近 くまで 暖め られ て い

る ときで も、取 水池の 水温 に 相 当す る酸素を溶

か し込 んで お り、冬期間 は 0 ℃ 付近で 酸 素 を十

分 溶 か し込 んだ水 を補給で きる こ とが 確かめ ら

れ た。
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